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VI -0 装置の取り扱いや、ソフトウエアの操作で守らなければならない事柄や特に注意をすべき 
vaa 点を示します。 




























1 コンテンツデリバリ機能について 

本章では、 「 Express 5800 / LB シリーズコンテンツデリバリ機能」 （ W 降コンテンツデリバリ機能）が提供す 
る機能について説明します。 

1. 1コンテンツデリバリ機能とは 

コンテンツデリバリ機能とは、 Express 5800 / LB シリーズ（な降 LoadBalancer ) 上で動作し、各分散 
ノードが保持するコンテンツの同期処理を行う機能です。コンテンツデリバリ機能は、コンテンツの 
取得、配信、公開を一連の流れとした同期化理を、任意のスケジュールにより管理できます。 

な下の図は 、 Web site じ LoadBalancer を適巧した例です。コンテンツデリバリ機能の導入じより、 
複数の Webserver 間で公開するコンテンツの同期処理が容易に実現でき 、 Web site 運営の効率化を 
図ることができます。 



Web site での LoadBa lancer 適用例 
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1.2 コンテンツデリバリ機能の説明 


コンテンツデリバリ機能は、な下の機能を提供します。 



( 1 ) ； ◄.► 

( 2 ) ; ► 

(3) : - ► 

(4) ; .► 


(已）：- >■ 

( 6 ) : ◄ - ► 

(7): - ► 


コンテンツデリバリ機能説明 


上図から各機能について説明します。 

(1) イベント管理機能 

管理コンピュータ上から、コンテンツ登録/取得、コンテンツ配信、コンテンツな開を一連 
の流れとしたスケジュールであるイベントを設定します。 

(2) イベント実行機能 

管理コンピュータ上から、任意のタイミングやスケジュールに沿って、分散ノードが保持す 
るコンテンツの同期化理を実現します。 

(3) コンテンツを録/取得機能 

コンテンツを LoadBalancer 上に登録/取得します。コンテンツ管理を主導で登録する機能 
と 、 LoadBa lancer 主導でコンテンツ管理をマシン上から取得する機能があります。 
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(4) コンテンツ配信機能 

LoadBa lancer 上の配信予定コンテンツを分散ノードへ配信します。分散ノード上のコンテン 
ツデリバリ用モジュールとの連携により実現します。 

(5) コンテンツ公開機能 

LoadBa lancer の負お分散機能を巧いて、分散ノードへのアクセスを制御します。コンテンツ 
配信中の分散ノードへのアクセスを制限することで、すべてのアクセスに対して一意なコン 
テンツを提供します。 

(6) コンテンツデリバリ機能のフェイルオーバ ー/ フェイルバック機能 

LoadBa lancer を二重化することにより、 LoadBa lancer のフ x イルオーバ ー/ フェイルバッ 
クに従って、コンテンツデリバリ機能もフ X イルオーバ ー/ フ X イルバックします。2台の 
LoadBa lancer は同期をとり、フェイルオーバー/フェイルバックに備えます。 

(7) コンテンツ削除機能 

管理コンピュータ上から LoadBa lancer 上のコンテンツを削除します。 


な降では、上記機能を利用したコンテンツデリバリ機能の詳細について説明します。 


1.2.1 イベントによる管理 

コンテンツデリバリ機能では、コンテンツを録/取得、コンテンツ配信、コンテンツ公開を一連の流 
れとしたイベントを管理し、イベントの実行により分散ノードが保持するコンテンツの同期処理を実 
現します。イベント管理機能として、一覧表示、追加、参照、変更、削除、複写、スケジュール有効 
/無効機能を提供します。 

イベントは LoadBa lancer のグループ単位で作成します。イベントではな下の項目を定義します。 

参コンテンツの登録方ま 
• 実行お式（手動/スケジュール） 

• イベントの有効期間 
参取得の開始時間/間隔 
参配信の開始時間/間隔 
参公開の開始時間/間隔 
参コンテンツの指定 
参シナリオの指定 
参縮退配信の指を 


グループにイベント追加することで、グループに対して、任意の時間/間隔のスケジュールに沿った 
コンテンツデリバリが実現できます。 

イベントの作成の詳細については「2コンテンツデリバリ機能の運巧」を参照してください。 
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1.2.2 コンテンツを録/取得 

コンテンツデリバリ機能では、分散ノー ドが保持するコンテンツの同期処理のために配信予定コンテ 
ンツを LoadBalancer 上へ登録する機能を提供しています。この配信予定コンテンツをアップデート 
コンテンツと呼びます。コンテンツ管理をが LoadBa lancer へ登録するコンテンツを録と、 
LoadBa lancer がコンテンツ管理ちマシンからコンテンツを取得するコンテンツ取得の2つの方まが 
あります。 


コンテンツを録機能 

コンテンツ管理を主導で LoadBa lancer へコンテンツを登録する機能です。 

• 手動 ftp 登録 

ftp プロトコルを利用してコンテンツをを録します。手動 ftp 登録を行なうユーザは、 
LoadBa lancer 上のま用 ftp アカウントを知っておく必要があります。手動 ftp 登録に利用する ftp 
アカウントについては「2.2.1 FTP アカウント設定」を参照してください。また専用 ftp アカウン 
卜には、コンテンツデリバリ機能が保持する情報を自由に操作する権限をもっています。 ftp ア 
カウントの管理には十分お気を付けください。 



ftp プロトコルによるコンテンツを録 

を意：ダイアルアップ、 VPN を利用した環境は、別途構築する必要があります。 
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コンテンツ取得機能 


LoadBa I ancer 主導でコンテンツ管理をマシンからコンテンツを取得する機能です。 

参 LoadBa lancer による ftp 取得 

ftp プロトコルを利用してコンテンツを取得します。コンテンツ管理まに、 ftpServer を立ち上 
げ専巧アカウントを作成してもらう必要があります。 



ftp プロトコルによるコンテンツ取得 


# LoadBalancer による http 取得 

http プロトコルを利用してコンテンツを取得します。コンテンツ管理を I こ、ファイルのアクセ 
スなどを設定してもらう必要があります。 



http プロトコルによるコンテンツ取得 


を意： VPN を利用した環境は、別途構築する必要があります。 










































































































1.2.3 コンテンツ配信 

コンテンツデリバリ機能では、 LoadBalancer 上のアップデートコンテンツを分散ノードへ配信する 
コンテンツ配信機能を提供しています。コンテンツ配信は分散ノード上のコンテンツデリバリ用モジ 
ュールとの通信により実現します。 

コンテンツデリバリ用モジュールは 、 LoadBal ancer からシナリオと呼ばれる配信スクリプトを受け取 
り、シナリオの内容に従い、アップデートコンテンツの入手、格納を行います。シナリオの詳細につ 
いては、「2.3.2シナリオについて」を参照してください。 



配信は f かプロトコルを利用して行なわれます。配信に使用する ftp アカウントについては、「2.2.1 
FTP アカウント設定」を参照してください。 

配信中でも LoadBal ancer とコンテンツデリバリ巧モジュールとの通信は継続され、配信状況や、障 
害の通報を行います。 
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1.2.4 コンテンツ公開 

コンテンツ デリバリ機能では、分散 ノー ドへのアクセスを切り替える コンテン ツな開機能を提供して 
います。 コンテンツ 配信する分散 ノー ドに LoadBalancer がアクセス制限をかけることで、 コンテン 
ツ 配信中のアクセスに巧して、一意な コンテンツを 提供できます。この分散 ノー ドにアクセス制限が 
かかった状態を縮退が態と呼びます。 

コンテンツ公開による配信の流れを、図を用いて説明します。 

1 . 分散ノード4にアクセスを集中させ、縮退が態にする。（図中①） 

2 . アクセスを制限した分散ノード1〜3 Iこ対しコンテンツを配信する。（図中風風 

④） 

3 . 分散ノード1〜3へのコンテンツの配信が完了し、イベント内のコンテンツ公開 
開始時間になれば、分散ノード1〜3へのアクセスを許可し、分散ノード4への 
アクセスを制限する。（図中⑤） 

4 . 分散ノ ード4に対してコンテンツを配信し、配信が完了すればすべての分散ノー 
ドへのアクセスを許可し、縮退状態が終了する。（図中⑥） 


公開開始時間 


時間の流れ 

- ► 



①②③ ④⑤⑥ 


:公開中 


コンテンツ 公開機能による コンテンツ 配信の制御 
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1.2.5 LoadBa I ancer 二重化時の機能 

LoadBa lancer を二重化し、各 LoadBa lancer へコンテンツデリバリ機能を導入することで利用巧能な 
機能に ついて 説明します。 


コンテンツデリバリ機能の引継ぎ 

LoadBa lancer (コーディネータ）が障害時にダウンすると、負荷分散機能は待機をの LoadBa lancer 
(バックアップ コーディネータ） へ 引き継がれます。これを フェイルオーバーと 言います。 

フェイルオーバー後、な前コーディネータであった LoadBa lancer が復旧すると、負荷分散機能は再 
度コーディネータへ引き継がれます。これを フ X イル バックと言います。 

負荷分散機能のフてイルオーバー/フ I イルバックに従って、コンテンツデリバリ機能もフ I イルオ 
—バー/フェイルバックします。 

P-0 フてイルオーパー発生時にイベントが配信中であっても、フ王イルオーハ•一完了後、バッ 

クアップコーディネータから手動で再実行可能です。フてイルバック時も同巧です。 


H-0 フてイルオーパー発生中に手動 ftp 登録はできません。フ I イルバック後コンテンツ登録 

可能となります。 

バックアップ 

コンテンツデリバリ機能は、通常運用時にバックアップコーディネータへ設定ファイルやコンテンツ 
をバックアップすることで、フェイルオー/《一/フェイルバックじ備えます。 

な下のとき、バックアップが発生します。 

• バックアップコーディネータのネ刀期導入時 
• 設定ファイルやコンテンツの更新時 
参フ I イルバック終了後 

バックアップは ftp プロトコルを利用して行なわれます。バックアップに使巧する ftp アカウントにつ 
いては、「2.2.1 FTP アカウント設定」を参照してください。 
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1.3 システム構成例 


な下の図はコンテンツ管理を主導でコンテンツの登録を行う場合のシステム構成例です。 



な下の図は LoadBa lancer 主導でコンテンツのを録を行う場合のシステム構成例です。 
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システム構成例2 























































































































































































1.4 セキュリテイについて 


• LoadBalancer の ftpServer が利用するポートは、外部からアクセスできないように制限し、 
セキュリティを確保してください。 VPN 設棉を構築することをお割めします。 

• VPN の設備が構築できない場合、ファイアウォール内にダイアルアップルータを置き、コンテン 
ツ管理者マシンからダイアルアップ接続するなどのセキュリティを十分考慮した方法をおとり 
ください。 
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コンテンツデリバリ機能の運用 


2.1 コンテンツデリバリ機能メニュー 

Management Console 画面左の[コンテンツデリバリ]アイコンをクリックすると、コンテンツデリ 
バリ機能のメニュー画面が表示されます。初回導入時には、お下のように表示されます。 


コンテンツデリバリ巧を 


コンテンシデリパリ视能 


[ヘルブ] 


コンテンツデリ/ くリ機能の利用について 

環境設定 

PTP アわり-ノト i をち 


を巧 I こ、 FTP アカウントの設定を巧ってください。 


コンテンツデリバリ機能け tp アカウント未設定) 


コンテンツデリバリ機能の各機能は、 FTP アカウント設定を行なわなければ利用できません。詳細は 
「2.2.1 FTP アカウント設定」を参照してください。 

FTP アカウント設定後は、が下の画面が表示されます。 


コンテンシデリバり巧を 


コンテン’ンデリ J の视を [ヘルブ] 

コンテンツデリ y S リ機能の利用じつし、て 

環境設定 

FTP ア： h ウント i さぞ 

イペン墙理 

イベントー官 

運用管理 

イベントの丢巧 
i をち'芭巧のわ一づ 

i 値ちがの口ード 
ア’ソづデ—トコンテソンの巧巧 

監視機能 

ゴノテ'ノデ I パジ J 巧;'?.—官 


コンテンツデリバリ機能画面け pt アカウント設定済み) 


















をメニューについて説明します。 


参コンテンツデリバリ機能の利用について 

コンテンツデリバリ機能の概要や環境構築方まについてのオンラインマニュアルです。 

• 環境設定 

「2. 2環境設定」を参照して < ださい。 

• イベント管理 

「2.3イベント管理」を参照してください。 

参運用管理 

「2.4運用管理」を参照してください。 

• 監視機能 

「2.5監視機能」を参照して < ださい。 
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2.2 環境設定 

コンテンツデリバリ機能 I こ関する環境の定義を行います。 


2.2.1 FTP アカウント設定 

コンテンツデリバリ機能は、初回導入時に FTP アカウントを作成する必要があります。 FTP アカウン 
卜を作成しなければコンテンツデリバリ機能の各機能は利巧できません。この FTP アカウントはな下 
で利巧します。 


-コンテンツ配信時 
-手動 ftp を録時 
. バックアップ時 


wO ftp アカウントを作成しなければ、 コンテンツ配信、手動 ftp を録できません 。 
IE ご利用開始前に必ず FTP アカウントを作成してください。 


M ~0 LoadBalancer 2 台構成時には、バックアッブコーディネータ側にコーディネータ 
IE と同じ FTP アカウント を作成してください。作成しなければ、 バックアップ、フ 
エイルオーバー時のコンテンツ配信ができません。 


wO コンテンツデリバリ機能を使用するためには、 LoadBalancer の FTP サービスが動 
iE 作している必要があります。な下の画面で FTP サービスを起動してください。な 
お、 LoadBalancer ? 台•構成時には、バックアップコーディネータにおいても同な 
に FTP サービスを起動してください。 

[ WbMC ]- [サービス]-フアイル転送び tpd ) [起動] 


FTP アカウントを作成した後は、手動 ftp を録イベントのコンテンツ管理をにアカウントとパスワー 
ドを通知してください。またま用 ftp アカウントは、コンテンツデリバリ機能が保持する情報を自由 
に操作する権限をもっています。 ftp アカウントの管理には十分お気を付けください。 
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2.3 イベント管理 

イベントの一連の動作管理を行います。 


2.3.1 イベント情報について 


イベントとは 

LoadBalancer 上で発生して、コンテンツデリバリ機能が認識できる動作（出来事）を意味します。 
例えば、スケジュールまたは手動実行により発生するコンテンツの登録/取得、配信、公開動作（出 
来事）は、イベントです。 


イベント構成 


• 登録/取得スケジュール 

-コンテンツ管理者マシン上のコンテンツを、 ftp プロトコルを利用して LoadBa lancer に登録 
します。^登録（コンテンツ管理者主導） 

- LoadBa lancer がコンテンツ管理者マシン上のコンテンツを ftp/http プロトコルを利用して、 

設定したスケジュール（毎年、毎月、毎週 .) により取得します。一取得スケジュール 

(LoadBalancer 主導） 

• 配信スケジュール 

LoadBa lancer 上にあるコンテンツを分散ノードに設定したスケジュール（毎年、毎月、毎 
週 .) により登録します。 


公開スケジュール 

コンテンツ配信後の分散ノード上のコンテンツを設定したスケジュール（毎年、毎月、毎 
週 .) により公開します。 
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2.3.2 シナリオについて 


シナリオとは 

LoadBalancer 上のコンテンツを分散ノードに配信する際の一連の操作を記述したスクリプトです。 
Windows をであればバッチファイル （. bat ) を指し、 UNIX 系であればシェルフアイルし sh ) を指し 
ます。 


シナリオの階層化 


シナリオは、階層化が可能であり、複数の機能を組み合わせることも巧能です。 
下図は、シナリオの階層例を表したものです。 



ルー トシナリオとは、 Windows 系でいえば複数のバッチ ファイル （サブシナリオ）をまとめる親バッ 
チのようなを在です。シナリオ構成の最上位に位置します。 

分散ノードは 、 LoadBa lancer からコンテンツの配信実行指モメッセージを受信すると、シナリオの 
取得要ボメッセージを LoadBa lancer じ送り待機します。 

その後、 LoadBalancer から全てのシナリオを受信し、ルートシナリオを実行します。 

ルートシナリオが実行されると、ルートシナリオじさまれるサブシナリオが順に実行され、コンテン 
ツの配信処理が終了します。 


15 











シナリオの作成 


ここでは、シナリオの作成方法を、実際に Windows 、 UNIX 系シナリオ作成例を挙げて説明します。ま 
ずシナリオ巧の必須コマンド、 Ibpost 、 Ibsync コマンドの機能じついて説明します。 

Ibsync [グループ名][イベント名][コンテンツ配信先]卜 d ] 

機能： ftp 機能を利用し、引数で指定された情報で LoadBa lancer にを続し、コンテンツを取得しま 
す。尚、フ X イルオーパ’一時は、自動的にバックアップコーディネータに f 妾続します。 

引数：①グループ名 . LoadBalancer グループを指定します。必須パラメータです。 

② イベント名 . LoadBalancer のグループにを録したイベント名を指定します。 

必須パラメ ータです。 

③ コンテンツ配信ホ……コンテンツ配信先 Directory を絶対パスで指定します。 

必須パラメ ータです。 

④ 卜 d ] …… 配信する前に、配信先のコンテンツを削除するためのオプシヨ 

ンです。省略巧能です。 

戻り値：な下のまを参照してください。 


3 

Ibsync コマンド正常お了 

4 

アカウント/パスワード不正 

5 

コンテンツ配信先パス不正 

6 

接続タイムアウトエラー 

7 

通信エラー 

10 

その他のエラー 


を意： Ibsync コマンドはシナリオ内での必須コマンドです。記述漏れのあった場合、配信が実行さ 


れません。 
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Ibpost [実行状況ステータス][グルーブを][イベント名] 

機能：シナリオの実行中、 LoadBa lancer にシナリオの実行状況を報告し、ログの出力を行います。 
引数：①実行状況ステータス……指定するステータスはな下のまの値を指定してくださし、。また、 

必須パラメータです。 


0 

シナリオ開始 

1 

シナリオ正常終了 

2 

Ibsync コマンド実行開始 

3 

Ibsync コマンド正常終了 

4 

アカウント/パスワード不正 

己 

コンテンツ配信ホパス不正 

6 

接続タイムアウトエラー 

7 

通信エラー 

10 

その他のエラー 


② グループ名 . LoadBalancer のグループを指定します。必須パラメータです。 

③ イベント名 . LoadBalancer のグループに登録したイベント名を指定します。必須パラ 

メータです。 

戻り値：なし 


Ibpost コマンドの第 1 引数の内、 0,1 指定は配信の開始終了を表す必須コマンドです。 
2,3 指定は配信状況をログに出力するため任意に指定する文字列です。 5 〜 10 は直接 
指定することはありません。 Ibsync の返却値を LoadBalancer に返すために用いられ 
ます。 Ibsync の返却値を用いる場合、シナリオ巧でな下のように記述します。 

Windows を Ibpost %err or level% [グループ名][イベント名] 

UNIX 系 Ibpost $?[グループ名][イベント名] 

Ibsync の直後に上記コマンドを記述することで、 Ibsync の返却値から詳細な障害情 
報を LoadBalancer に通え日できます。 


を意： Ibpost コマンドはシナリオ内での必須コマンドです。記述漏れのあった場合、配信が実行さ 
れない、障害時にログが出力されないといった現をが発生します。 

を意： Ibpost 実行後、巧の Ibpost までの処理タイムアウト時間は 15 分です。 
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Windows をシナリオ作成例 

を意：下記の Ibpost コマンドの 内、 赤色で 示している コマン ドはシナリオ内での必須 コマン ドです。 
シナリオ作成時には記述している巧から削除しないでください。 

rem ######開始 甘###甘 
化 post 0 GroupA EventOOl 

■■■ルートシナリオを開を台することを LoadBalancer に通知します。 
rem 甘 ## 甘 # Ibsync 実行 ##### 

Ibpost 2 GroupA EventOOl 

Ibsync コマンドを実行することを LoadBalancer に通知します。 

C: 

cd C :¥wWwroot¥Contents¥EventOO1 

Ibsync GroupA EventOOl C:¥wwwroot¥Contents¥EventOO1 

■■-比 sync コマンドを実行します。実行前に配信先ディレクトリに移動しておきます。 
rem##### Ibsync 結果報告 ##### 
set exitstatus=%en.orlevel% 

Ibpost %exitstatus% GroupA EventOOl 

■ ■ ■Ibsync コマンドの実巧結果を LoadBalancei •に通知します。 

1叩1じ;哉=コ=設。ド晋£^ぉまをキ促し、それぞれの終了処理に分歧します。 
rem##### 異常時の終了処理##### 

C: 

■ ■ ■ 化 sync コマンドが異常終了したときの化理です。ここでは、配信先ディレクトリに 

ファイル名 update.txt のログを出力します。 

cd C:¥wwwroot¥Contents¥Event001 

echo last update > update.txt 

date /T » update.txt 

time /T » update.txt 

echo fail» update.txt 

goto end 

: normal 

rem##### 正常時の終了処理##### 

C: 

■■- Ibsync コマンドが正常終了したときの処理です。ここでは、アップデートコンテンツ 

(*.html) を WWW 公開しているディレクトリ （C:¥wwwroot¥Contents¥) にコピーし、配信先 
ディレクトリにファイル名 update.txt のログを出力します。 

cd C:¥wwwroot¥Contents¥EventOO 1 

copy *.html C:¥wwwroot¥Contents¥ 

echo last update > update.txt 

date /T » update.txt 

time /T » update.txt 

echo success » update.txt 

: end 

Ibpost 1 GroupA EventOOl 

■■■ルートシナリオが正常終了したことを LoadBalancer に通なします。 
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UNIX 系シナリオ作成例 

を意：下記の Ibpost コマンドの内、 赤色で 示しているコマンドはシナリオ内での必須コマンドです。 
シナリオ作成時には記述している巧から削除しないでください。 

###### Scenario Start ##### 

Ibpost 0 Group A EventOOl 

■■■ ルートシナリオを開始することを LoadBalancer に通知します。 

##### Contents Get ##### 

Ibpost 2 Group A EventOOl 

■ ■ ■Ibsync コマンドを実巧することを LoadBalancer に通ち □ します。 

Ibsync GroupA EventOOl /home/httpd/html/EventOO1 

■ ■ ■Ibsync コマンドを実行します。 

Statues?; 

if [ SStatus != 3 ] ; then 

■■- 化 sync コマンドの実行結まを削定し、それぞれの終了赃理に分岐します。 

# 甘##甘 Report Ibsync output ##### 

Ibpost SStatus GroupA EventOOl 

■ ■ ■Ibsync コマンドが異常終了したことを LoadBalancer に通知します。 

#####ぴ Error ##### 

cd /home/httpd/html/EventOO 1 

■■- 化 sync コマンドが異常終了したときの処理です。ここでは、配信先ディレクトリに 
ファイル名叩 date.txt のログを出力します。 

echo ’last update' > ./update.txt 

date » ./update.txt 

echo 'fair » ./update.txt 

##### Success ##### 

else 

##### Report Ibsync output ##### 

Ibpost 3 GroupA EventOOl 

■ ■ ■Ibsync コマンドが正常終了したことを LoadBalancer に通知します。 
cd /home/httpd/html/EventOO 1 

■ ■ ■ 化 sync コマンドが正常終了したときの処理です。ここでは、アップデートコンテンツ 

(*.html) を WWW 公開しているディレクトリ (/home/httpd/html/) にコピーし、配信先 
ディレクトリにファイル名 update.txt のログを出力します。 

cp ./*.html../ 

echo 'last up 日 ate' > ./update.txt 
date » ./update.txt 
echo ’success’ » ./update.txt 
fi 

###### Scenario End 甘 ## 甘 # 

Ibpost 1 GroupA Event 腑 1 

■■■ ルートシナリオが正常終了したことを LoadBalancer に通知します。 
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シナリオの実行イメージ 


ここでは、実際に配信の開始から終了までの間にシナリオがどのように実行されるかを説明します。 
• 配信実行イメージ 


LoadBalancer 
(コーディネータ） 


分散ノ ード 


配信時刻 


配信実行指示 
全シナリオファイル名送付 
全シナリオファイル送か 


全シナリオファイル名要巧 


I bpost による開始通知 


Ibsync 


I bpost による ftp 完了通知 


I bpost による終了通知 


全シナリオファイル要求 
ルートシナリオ実行 

:: . ル_トシナリオ 

::コンテンツ取得前処理 

: i サブシナリオ1 実行（省略可) 

: i コンテンツ要ボ-取得化理 

: i サブシナリオ2実行（省略可) 

::コンテンツ解ま処理 


ルートシナリオ実行完了 
配信完了通な 
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2.3.3 イベントー覧 

LoadBalancer のグループに対するを録るみのイベントを一覧で表示し、イベントの追加、参照、を 
更、削除、複写、スケジュールのち効/無効の機能を提供します。コンテンツデリバリ機能画面の[イ 
ベントー覧]をクリックすると、イベントー覧が表示されます。 


くントー度 


コンテ' ノ 、ンデ U バリ视お > イベントー度 


r へ J レブ 1 


2001年5月14日 22 B が0好12巧現なの:!犬態 



ヴルーブる GroupB 

イベント 

る 



スヴジ 

ュール 


コ7ンド 

な@ 

巧巧 

G 信 

た巧 

ち巧巧因 

イベント 

Test 1 

待视中 

2001年05 
巧!]5日0巧 
〇片、 

2001年06 
巧 OB 日0巧 
0分 

2001年07 
巧07日0巧 
0分 

2002年04 
巧05日0時 

0好〜 2 m 
年04月04 
日08則好 

を目 g 1 更1肖りな J 巧写1 


|_ち 加 

スケジュ 
ール 



イベントー覧 


■ グループ名 

LoadBa lancer のグループです。イベント追加作業はグループに対して行なわれます。 

■ イベント名 

イベント名が表示されます。 

■ 状態 

イベントの状態が表示されます。「状態」の詳細については、「付録 A イベント状態/動作」 
を参照してください。 

■ スケジュール 

■取得 コンテンツの取得スケジュールが「年月日時分」または、「一」で表示されます。 

■配信 コンテンツの配信スケジュールが「年月日時分」で表示されます。 

■公開 コンテンツの公開スケジュールが「年月日時分」または、「一」で表示されます。 

■有効期間 イベントの有効期間が「年月日時分（開始）〜年月日時分（終了）」で表示 

されます。尚、スケジュールが有効期限切れ、またはイベントに対するスケジ 
ユールが無効状態である場合、「スケジュール」部分の背景色が濃い灰色で表 
示されます。 
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■ コマンドーイベント 

□ 追加ボタン 

LoadBalancer グループに対してイベントの追加を行います。 


□ 参照ボタン 

イベントのを録情報の参照を行います。 

□ 変更ボタン 

イベントの登録情報の変更を行います。 

□ 削除ボタン 

を録されているイベントの削除を行います。 

□ 複写ボタン 

を録されているイベントと同一のイベント情報をもつイベントのを録を行います。 


■ コマンドースケジュール 
□ ち効/無効ボタン 

スケジュールのち効/無効の切り替えを行います。また、ボタンのキャプションが「無効」 
の場合、イベントIこ対するスケジュールが「ち効」であることを意巧し、ボタンのキャプシ 
ヨンが「ち効」の場合、「無効」であることを意巧します。 


wO イベントー覧画面は、随時更新されていないため表示情報とイベント情報の最新の状態と 
IE の同期がとれいていない場合があります。例えば、スケジュールの「が態」が無効であ 
るため有効に切り替えたが、"スケジュールは、有効です。"という内容のエラーが発 
生したとします。このエラーは、他の Web ブラウザ画面で先にスケジュールの状態を変更 
したため発生します。このようなエラーを防ぐためには、を機能を実行する前に画面の更 
新をしてください。 
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2. 3.4 イベント追加 

LoadBalancer のグループに巧してイベントの追加を行います。 


【イベント追加時の画面遷移】 
• イベント定義情報入力 
• スケジユール情報入力 
• コンテンツ情報入力 
• 入力情報確認 
• イベント追加完了 


ィベント定義情報入力 

イベントに必要な定義情報の入力を行います。イベントー覧の追加ボタンをクリックすると、イベン 
卜定義情報入力画面が表示されます。 



イベント定義情報入力 


■ グループ名 

イベントを追化するグループが表示されます。 

■ イベント名 

必ず指定します。グループ巧で一意になるイベント名を入力します。イベント名は、半角英数字广 A 
〜 Z "、" a 〜 Z "、" 〇〜 9") の Sbytes lit 上3化 ytes な下で指定します。イベント名の先頭は、半 
角英字 （" A 〜 Z "、" a 〜 Z ") を指定してください。 

■ コメント 

イベントに対するコメントを 120 bytes な巧で入力します。改行も Ibyte としてカウントします。 
■ 担当を 

担当をを31 byte な巧で入力します。 
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■ コンテンツを録方ま 

必ず指定します。コンテンツのを録方法をな下の選択肢から選択します。 

■手動 ftp を録……コンテンツ管理をマシン上のコンテンツを、 ftp プロトコルを利用して 
LoadBalancer に登録します。 

■LoadBa lancer による ftp 印;得 . LoadBa lancer がコンテンツ管理者■マシン上のコンテンツを、 

ftp プロトコルを利巧して取得します。 

■LoadBa lancer による http 取得 . LoadBa lancer がコンテンツ管理をマシン上のコンテンツを、 

http プロトコルを利用して取得します。 

□ 中止ボタン 

イベントの追加を終了します。 

□ 次へボタン 

スケジュール情報入力画面が表示されます。 

□ 元に戻すボタン 

イベント定義情報を入力前の状態に戻します。 


スケジュール情報入力 

イベントのスケジュールの入力を行います。 

イベント定義情報のコンテンツ登録方まで「手動 ftp を録」を選巧した場合と 「 LoadBalancer によ 
る ftp / h け P 取得」を選択した場合でスケジュール情報入力画面は異なります。ここではスケジユー 
ル入力情報画面の部分をに説明し ます。 


ィベント定義入力情報 

イベント定義情報入力で設定した情報が表示されます。 



□ 戻るボタン 

イベント定義情報入力画面に戻ります。 
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イベント実行に関する設定 


CCW お CM い 化を 

ち巧巧面 

「 年 「月「 Q 「二] 時 「二 J 姑〜 

「 年「ち 「曰「二! 時 「 jjw まで 

ま行お式 

广手め実行 广 スヶジュ—ル実行 

X 手れ実行を进巧したちさ' をス ケジュー ルの 入力 恼ま 
ち巧となりません， 


口 取巧前こ LoadBalancer 上のコンテンシを刖ちする 

実行オブシ3ン 

口 E 信桂に LoadBalanc が上のコンテン‘ンぞ刖おする 


口 E 信時に《巧する 

チ王ックぞホした巧合、な閉 1 王巧なとなります0 


■ 有効期間 

■スケジュールの有効期間の開始年月日を 「 YYYY 年圍月 DD 日」で入力します。省略時は、現在の 
日時を設定します。 

-スケジュールの有効期間の開始時分を選択します。デフホルトは0時0分です。 

■スケジュールの有効期間の終了年月日を 「 YYYY 年 MM 月 DD 曰」で入力します。省略時の終了年月 
日は「2037年12月31日23時59分」となります。 

-スケジュールの有効期間の終了時分を選択します。デフホルトは0時0分です。 

■ 実行形式 

追加するイベントの実行お式を、「手動実行」か「スケジュール実行」かで選択します。 

•手動実行「手動実行」を選択した場合、そのイベントのスケジュールを入力する必要はありません。 
そのイベントはイベント実行一覧より手動実行するイベントとなります。手動実行専用のイベント 
であるため、イベント ー K でのスケジュールち効/無効の切り替えはできません。 

-「スケジュール実行」を選択した場合、そのイベントはスケジュールによって自動実行します。ス 
ケジュールの状態を"スケジュール無効" I こ切り替えることで、イベント実行一覧より手動実行も 
巧能です。イベント追加後もイベントー覧でのスケジュール有効/無効の切り替えることができま 
す。 


■ 実行オプション 

■ 取得前に LoadBalancer 上のコンテンツを削除する 

コンテンツを取得する前に 、 LoadBa lancer 上のアップデートコンテンツを削除するかどうかを 
設定します。「手動 ftp 登録」を選おしたイベントにはこの値はち効ではありません。 

■ 配信後に LoadBa lancer 上のコンテンツを削除する 
コンテンツを配信後 、 LoadBa lancer 上のコンテンツを削除するかどうかを設定します。 

-配信時に縮退する 

コンテンツを配信している間、 LoadBa I ancer グループの分散ノードを縮退するかどうかを設定 
します。 

W -0 「配信時に縮退しない」に設をしたイベントの公開スケジュールは無効となりま 
す。尚、 LoadBalancer がアクセス制限をしてコンテンツをな開するまでの詳細につ 
いては、「1.2.4コンテンツ公開」を参照してください。 
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取得スケジュール入力 

取得スケジュールは、イベント定義情報のコンテンツ登録方法を 「 LoadBalancer による ftp / h け p 取 
得」に設定した場合のみ表示されます。 


广日巧をミ 

I —年！-月厂曰 


I な年をを 

广月广曰 


「ち月を定 

「B 

二 J 巧 I _iJ9 

广毎 S をち 

厂日厂巧厂乂厂水 
厂木厂を厂± 


巧店をを 

「 年 I 巧「 曰 I _£] b 寺 I から 

广 W 毎 


—〇 LoadBalancer を2重化している場合、イベントは、コンテンツ取巧後自動的にバッ 
クアップコーディネータとのコンテンツ同期をとります。「取得時間」とは、コン 
テンツ同巧の時間も含まれることにお気をつけください。 

■ 日時指定 

指定された 「 YYYY 年剛月 DD 日 - HH 時 Ml 分」にコンテンツを取得することを設定します。日 
時指定を選択した場合、「年月日-時分」は必ず指定します。指定値は現在の時間な降にして 
ください。 

■ ち年指定 

巧年、指定された 「 MM 月 DD 日 - HH 時 Ml 分」にコンテンツを取得することを設定します。巧 
年指定を選択した場合、「月日-時分」は必ず指定します。 

■ 毎月指定 

毎月、指定された 「 DD 日 - HH 時 Ml 分」 I こコンテンツを取得することを設定します。毎月指定 
を選択した場合、「曰-時分」は必ず指定します。 

■ 毎週指定 

毎週、指定された「日〜 ±- HH 時 Ml 分」にコンテンツを取得することを設定します。巧週指 
定を選択した場合、「日〜± ■時分」は必ず指定します。また「日〜±」の複数選択はできま 
せん。 

■ 間隔指定 

「 YYYY 年圍月 DD 日 I HH 時 Ml 分」から指定された間隔1〜9999分毎にコンテンツを取得す 
ることを設定します。間隔指定を選択した場合、「年月日-時分」及び間隔1〜9999分毎は、 
必ず指定します。開始時間は指定値は現在の時間お降にして〈ださい。 
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配信スケジュール入力 


ザ信スケジュール入力 1 

J 巧得をほ 1 

「广日ち巧ち 

广年「ち广曰 


^巧年ちち 

广月广曰 


广な巧をを 

广曰 

「こ JB 引 _£!分 

^毎巧をち 

厂日厂月厂乂厂水 
厂木厂を厂王 


^ち!店ち定 

1 ホ 1 ち 1 日「二 J 巧 1 二 J 好か6 

1 '。、毎 


H-0 LoadBalancer を2重化している場合、手動 ftp を録イベントは、コンテンツ配信開始後、 

BTO 自動的にバックアッブコーディネータとのコンテンツ同期をとります。手動け P を録イ 
ベントの「配信時間」とは、コンテンツ同期の時間も含まれることにを意してください。 


■ 取得直後 

スケジュール管理によるコンテンツの取得直後にコンテンツを配信することを設定します。 
「取得直後」設定項目は、イベント定義情報のコンテンツ登録方法を 「 LoadBalancer による 
ftp / http 取得 J に設定した場合のみ表示されます。 

■ 曰時指定 

指定された 「 YYYY 年剛月 DD 日 - HH 時 Ml 分」にコンテンツを配信することを設定します。日 
時指定を選巧した場合、「年月日-時分」は必ず指定します。指定値は現在の時間な降にして 
〈ださい。 

■ 毎年指定 

毎年、指定された「圖月 DD 日 ■ HH 時 Ml 分」にコンテンツを配信することを設定します。巧 
年指定を選おした場合、「月日-時分」は必ず指定します。 


■ 毎月指定 

毎月、指定された 「 DD 日 - HH 時 Ml 分」にコンテンツを配信することを設定します。巧月指定 
を選択した場合、「曰-時分」は必ず指定します。 

■ 毎週指定 

毎過、指定された「日〜 ±- HH 時 Ml 分」にコンテンツを配信することを設定します。巧週指 
定を選巧した場合、「日〜± ■時分」は必ず指定します。また「日〜±」は複数選択できませ 

ん。 


■ 間隔指定 

「 YYYY 年 MM 月 DD 日 I HH 時 Ml 分」から指定された間隔1〜9999分毎にコンテンツを配信す 
ることを設定します。間隔指定を選択した場合、「年月日-時分」及び間隔1〜9999分毎は 
必ず指定します。開始時間は指定値は現在の時間レ:>1降にしてください。 
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公開スケジュール入力 


^ E 信を活 


广日巧をミ 

「 年 I 月 I ■ 曰 


^毎年をち 

厂巧 I ■曰 


を巧たち 

广曰 

二 Jb 引二 J 好 

广純をミ 

厂日厂巧厂火厂水 
厂木厂ま：厂± 



^巧店巧を 


I 年「月「曰 I J 均「好から 

I '刀、ち 

中止巧へ元;に戻す 


■ 配信直後 

スケジュール管理によるコンテンツの配信直後にコンテンツを公開することを設定します。 

■ 日時指定 

指定された 「 YYYY 年圍月 DD 日 I HH 時 Ml 分」にコンテンツを公開することを設定します。日 
時指定を選択した場合、「年月日1時分」は必ず指定します。指定値は現在の時間レ: I 降にして 
ください。 

■ 毎年指定 

毎年、指定された 「 MM 月 DD 日 I HH 時 Ml 分」にコンテンツを公開することを設定します。毎 
年指定を選択した場合、「月日 I 時分」は必ず指定します。 

■ 毎月指定 

毎月、指定された 「 DD 曰 - HH 時 Ml 分」にコンテンツを公開することを設定します。毎月指定 
を選キ尺した場合、「曰-時分」は必ず指定します。 

■ 毎週指定 

毎週、指定された「日〜 ±| HH 時 Ml 分」にコンテンツを公開することを設定します。毎週指 
定を選択した場合、「日〜± •時分」は必ず指定します。また「日〜±」は複数選択できませ 

ん。 


■ 間隔指定 

「 YYYY 年 MM 月 DD 日 I HH 時 Ml 分」から指定された間隔1〜9999分毎にコンテンツを公開す 
ることを設定します。間隔指定を選択した場合、「年月日-時分」及び間隔1〜9999分毎は、 
必ず指定します。開始時間は指定値は現在の時間お降にしてください。 
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□ 中止ボタン 

イベントの追加を終了します。 

□ 次へボタン 

コンテンツ情報入力画面が表示されます。 

□ 元に戻すボタン 

スケジュール情報を入力前の状態に戻します。 


wO 各スケジュールは「取得」-「配信 J -「公開 J の同期が取れている必要があります。「取 
得 J - 「配信 J - 「公開 J の順にならないスケジュールは設定することがきません。 


W -0 スケジュールで「毎年、を月指定」を指定した場合、な下の点に注意してください。イ 
ベントの追加（変更）作業をしている年が閨年で、ち年指定に口月29日」を指定した 
場合、このイベントは、スケジュールの有効期間にもよりますが、4年に1回のみ実行さ 
れるイベントになります。 

また、「毎月指定 J を指定した場合も同様の現をが発生します。たとえば、毎月指定に 
「31日」を指定した場合、このイベントは、し3、5、7、8、10、12月のみ実行される 
イベントになります。つまり、「31日 J のない月は、実行されないことになります。 


29 



コンテンツ情報入力 

コンテンツのを録/取得、シナリオに関する情報の入力を行います。 

イベント定義情報のコンテンツ登録方まで「手動 ftp を録」を選おした場合と 「 LoadBalancer によ 
る ftp / h け P 取得」を選択した場合でコンテンツ情報入力画面は異なります。ここではコンテンツ乂 
力情報画面の部分毎に説明します。 


ィベントを義入力情報 

イベント定義情報入力で設定した情報が表示されます。 



□ 戻るボタン 

イベント定義情報入力画面に戻ります。 


スケジュール入力情報 

スケジユール情報入力で設定した情報が表示されます。 



□ 戻るボタン 

スケジュール情報入力画面に戻ります。 


30 














コンテンツ情報入力 


「アカウント、パスワード情報」は、イベント定義情報のコンテンツを録モ法を 「 LoadBalancer に 
よるけ占取得 J に設定した場合のみ表示されます。 



■ アカウント情報 

必ず指定します。コンテンツ管理をマシンからコンテンツを取得する時の 
アカウントを指定します。 

■ パスワード情報 

必ず指定します。アカウントに対するパスワードを指定します。 

■ パスワード情報の再入力 

必ず指定します。アカウントに対するパスワードを再度指定します。 

■ LoadBalancer による取得シナリオ指定 

「 LoadBalancer による取得シナリオ指定」は、イベント定義情報のコンテンツを録方まを 
rioadBalancer による ft ら / htt を取得 j に設定した場合のみ表示されます。 


Load Balancer による取得シナり才ちを （ URL ちを） 


(刚） 92.1 68'1 '1 A mp / AAA.bat 
ルートシナ!ファイルを ： I 

XCLoad 目 alancer による巧巧シナリス指ち ( URL 巧定〉 J のの、最上位と 
なるシナリスファイルを（が:ミ長子を隐〇ぞおちしてください。< 例 ) AAA 


この設定は省略できません。必ず指定してください。設定値はコンテンツ管理をマシンからシ 
ナリオを取得する時の URL (複数指定巧能）及びルートシナリオファイルを（拡張子なし）で 
指定します。 
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また、シナリオを複数指定する場合は、を URL を改行で区切る必要があります。 

(例） URL の入力 

I LoadBalancer による ftp 取得 
ftp ：//192.168.1.1/ tmp / AAA . bat 0 
■ LoadBa lancer による http 取得 
http ：//192.168.1.1/ tmp / AAA . bat 白） 

(例）ルートシナリオファイル名の入力 

AAA . bat をルートシナリオに設定する場合は、 AAA と指定します。 

尚、シナリオファイルの詳細については、「2.3.2シナリオについて」を参照してくださし、。 


■ 手動 ftp 登録によるルートシナリオファイル指定 

「手動 ftp 登録によるルートシナリオファイル指定」は、イベント定義情報のコンテンツ登録方まを 
J ； mI ^ e ^ MJJ こ設定した場合のみ表示されます。 



この設定は省略できません。必ず指定してください。設定値は LoadBa lancer に登録されたシ 
ナリオファイルの中からルートシナリオファイルを拡張子なしで指定します。 

(例） AAA . bat をルー トシナリオファイルに指定する場合 
AAA と入力します。 

尚、シナリオファイルの詳細については、「2.义2シナリオについて」を参照してください。 
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■ LoadBalancer による取得コンテンツ指定 


rioadBa lancer による取得コンテンツ指定」は、イベント定義情報のコンテンツを録方法を 
「 LoadBalancer による ftq / htt 心取得 j に設定した場合のみ表示されます。 



この設定は省略できません。必ず指定してください。設定値はコンテンツ管理をマシンからコンテン 
ツを取得する時の URL (複数指定可能）を指定します。まわ、コンテンツを複数指定する場合は、各 
URL を改行で区切る必要があります。 


(例） URL の入力 

■ LoadBalancer による ftp 取得 
ftp ：//192.168.1.1/ tmp / AAA . html 岛 

■ LoadBalancer による http 取得 
http ://192.168.1.1/ tmp / AAA . html 岛 


□ 中止ボタン 

イベントの追加を終了します。 

□ 次へボタン 

[入力情報確認]画面が表示されます。 

□ 元に戻すボタン 

コンテンツ情報を入力前の状態 I こ戻します。 

W -0 シナリオ、コンテンツファイル名にワイルドカードを巧をすることはできません。 

イベント定義情がのコンテンツ登録方まを「手動 ftp 登録 J に設定した場合、コンテン 
ツ管理をにコンテンツ及びシナリオのさ録先を通知する必要があります。 
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入力情報確認 


イベント入力情報の確認を行います。 

イベント定義情報のコンテンツ登録方まで「手動 ftp を録」を選巧した場合と 「 LoadBalancer によ 
る ftp / h け P 取得」を選択した場合で入力情報確認画面は異なります。ここでは入力情報確認画面を 
区切りながら説明します。 


イベントを養入力情報 

イベント定義情報入力で設定した情報が表示されます。 
□ 戻るボタン 

イベント定義情報入力画面 I こ戻ります。 


スケジュール入力情報 

スケジュール情報入力で設定した情報が表示されます。 
□ 戻るボタン 

スケジュール情報入力画面に戻ります。 


コンテンツ 入力情報 

コンテンツ情報入力で設定した情報が表示されます。「手動け P 先;デイレクトリ」は、コンテンツ 
デリバリ機能が設をし表示します。また「アカウント情報」は、イベント定義情報のコンテンツ登 
録方まを 「 LoadBalancer による ftp 取得」に設定した場合に表示され 、 「LoadBalancer I こよる取 
得シナリオ」及び 「LoadBalancer I こよる取得コンテンツ」は 、 「LoadBa lancer による ftp / http 取 
得」じ設定した場合に表示されます。 

□ 戻るボタン 

コンテンツ情報入力画面に戻ります。 

□ 中止ボタン 

イベントの追加を終了します。 

□ スケジュールをち効にして追加ボタン 

スケジュール実行イベントを追加したときのみ現れます。スケジュールを有効状態にしてイべ 
ントを追加します。 
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□ スケジュールを無効にして追加ボタン 

スケジュール実行イベントを追加したときのみ現れます。スケジュールを無効状態にしてイべ 
ントを追加します。 

W -0 スケジュールの有効/無効の切り替えは、イベントー覧でも操作可能です。 


□ 追加 

実行お式を「手動実行 J じしわときのみ現れます。イベントを追加します。 


イベント追加完了 

イベントの追加完了メッセージが表示されます。 


イベントのお加び完了しました。 



□ イベントー覧に戻るボタン 

イベントの追加を終了し、イベントー覧に戻ります。 
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2.3.5 イベント参照 

イベント登録情報の参照を行います。 

イベント定義情報のコンテンツ登録方まで「手動 ftp 登録」を選択した場合は左図 、 「LoadBalancer 
による ftp / http 取得」を選キ尺した場合はち図の情報参照画面を表示します。コンテンツ入力情報の 
アカウント情報は、コンテンツ登録方まが 「 LoadBalancer による ftp 取得」の場合のみ表示されま 
す。 



「手動 ftp 登録」の情報参照 


1イベントちまを巧 1 

1 ヴルーブを 

' FMG 


イベントを 

document 


つメント 

HTML サンカレ巧ん T ージ 


巧当せ 

山本巧也 


コンテンシ查沒ホを 

Load 目 a lancer による f け取巧 


巧巧日時 

阿- 0—1 日2月23日12巧21分 


をが更巧白時 

2001日5月の日14時41背 - 


1スケジュール入力宿巧 

1 戻る 1 

ちか巧間: 2日01年5月5日0巧0分〜2004 

ィパ、， k まちォち 年6が日日巧0み 

パソ h 実 niwSTS 設 E 自む言のキが桌件：レペル 3 W 上のエラ-を 
生 

取得スケジュール 

手め実巧 

巧巧制こ Load 目 alancer 上のコンテン、ンぞ刖 
栋する 

E 信スケジュール 

毎年!自定;12月日3日日時日か 


た巧スケジュール 

無巧 


1コンテンツ入力な巧 

1 g る 1 

アカウント情巧 

admin 

LoadBalancerl こよる巧 
巧シナリオ 

ftp ：// 192,168 .1.1/ TestOl.sh 
ftp ：// 192.168 .1.1/ TestOI.bat 
f け:// 192.1 68,11 / SubTestOll.sh 
f け:// 192,168.1,1 / SubTestOll.bat 
ftp ：//192,1 68.11 /SubTestOI 2 .sh 
f け:// 192.168.1.1 /SubTestOI 2 .bdt 


ルートシナリ习■ファイル宅!： TestOI 

LoadBalancerl こよる巧 
巧コンテン’：/ 

ftp ：// 192.168 .1.1 /fffhtml 
ftp ：// 192.168 .1.1/ hhh.html 
ft p ：// 192.168 .1.1/ sss-ht ml 
ftp ：// 192.168 .1.1/ lll.html 
ftp ：//192.168.1.1 / ppp.html 
ftp ；//192.168.1.1 / nnn.html 



_ 

1 -致こ戻る1 1 


rioadBalancer による ftp / http 取得」の情報参照 


□ 一覧に民るボタン 

イベントの参照を終了し、イベントー覧に戻ります。 
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2.3.6 イベント変更 

イベント情報の変更を行います。 

【イベント変更時の画面遷移】 

• イベント定義情報編集 
• スケジュール情報編集 
• コンテンツ情報編集 
• 編集情報確認 
• イベント変更完了 

イベント変更機能は、追加機能と同等な画面遷移を持ち、設定項目の入力お式も同一です。ここでは、 
イベント変更のみの機能について説明します。 

H-0 該当イベントが動作状態であれば、イベントの変更できません。イベントを変更する夕 
BBS イミングについては、「付録 A イベント状態/動作 J を参照してください。 


イベント定義情報編集 


イベント定義情報の編集を行います。 

イベントー覧の変更ボタンをクリックすると、イベント定義情報編集画面が表示されます。 



イベント定義情報1§集 


■ 作成日時 

イベントの作成日時が 「 YYYY 年 MM 月 DD 日 HH 時 Ml 分」で表示されます。 

■ 最終更新日時 

イベントの作成最終更新日時が 「 YYYY 年 MM 月 DD 日 HH 時 Ml 分」で表示されます。 

その他の項目については、「2.3.4イベント追加」のイベント定義情報入力を参照してくださし、。 
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スケジュール情報編集 


イベントのスケジュール情報の編集を行います。 

詳細については、「2.3.4イベント追加」の「スケジュール情報入力」を参照してくださし、。 


コンテンツ情報編集 

イベントのコンテンツ情報の編集を行います。 

詳細については、「2. 3. 4_イベント追加」の「コンテンツ情報入力」を参照してくださし、。 

編集情報確認 

イベント編集情報の確認を行います。 

詳細については、「2.3.4イベント追加」の「入力情報確認」を参照してください。 


イベント変更完了 

イベントの変更完了メッセージが表示されます。 

詳細については、「2.3.4イベント追加」の「イベント入力完了」を参照してくださし、。 
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2.3.7 イベント削除 

登録されているイベントの削除を行います。 

イベントー覧の削除ボタンをクリックすると、イベント削除画面が表示されます。 



イベント削除画面 

画面項目の詳細については、「2.3.4イベント追加」の「入力情報確認」を参照してくださし、。 
□ 中止ボタン 

削除を中止し、イベントー覧画面に戻ります。 

□ 削除ボタン 

イベントの削除を行い、削除が完了するとイベント削除完了画面が表示されます。 



イベント削除完了 


wO 該当イベントが動作状態であれば、イベントの削除はできません。イベントを削除する 
Bca タイミングについては、「付録 A イベント状態/動巧 J を参照してください。 
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2.3.8 イベント複写 

登録されているイベントと同じイベント情報をもつイベントの作ホを行います。 

イベントー覧の複写ボタンをクリックすると、イベント名を除いて全く同じイベント情報をもつイべ 
ントを作成し、イベント複写完了画面が表示されます。 



イベント複写完了 


wO 複写したイベントのイベントをは、「" Copy " + "1" (順番号）+イベントを J のお 

Bca まで複写されます。 

(例）イベント名" Eventi "を複写した場合、" C 叩 yIEventI " 

イベント名。 C 叩 yIEventI "を複写した場合、。 C 叩 ylCopyl Eventi " 

上記の作業後、イベント名" Eventi "を複写した場合、" C 叩 y 2 Event 1" 
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2.4 運用管理 

イベントの管理機能によって定義されたイベントの運巧を行います。 

2.4.1 イベントの実行 

スケジュールで管理されているイベントをイベント単位で手動実行させる機能の説明をします。 


イベント実行一覧 

登録されているイベントを一覧表示し、イベント単位で手動実行します。 

コンテンツデリバリ機能画面の[イベントの実行]をクリックすると、イベント実行一覧が表示され 
ます。 

尚、各イベントの「状態」がイベント不正、〜障害発生中の場合、背景色がホ色で表示されます。 



イベント実行一覧 


■ イベント名 

イベント名が表示されます。 

■ 状態 

イベントの状態が表示されます。 

「状態」の詳細については、「付録 A イベント状態/動作」を参照してください。 

■ スケジュール 

■取得 コンテンツの取得スケジュールが表示されます。イベント定義情報のコンテンツ登 

録方まで、「手動 ftp 登録」を選択したイベントの場合、"-"が表示されます。 

-配信 コンテンツの配信スケジュールが表示されます。 

■公開 コンテンツの公開スケジュールが表示されます。スケジュール入力で実行オプシヨ 

ンの「配信時に縮退する」を選択していないイベントでは、"-"が表示されます。 
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■ 有効期間 

イベントの有効期間が「年月日時分（開始）〜年月日時分（終了）」で表示されます。 


□ 今すぐ実行ボタン 

■耳又得 取得スケジュールを実行します。 

■配信 配信スケジュールを実行します。 

■公開 公開スケジュールを実行します。 

M -0 該当イベントが動作状態であれば、実行できません。イベントを実行するタイミングに 
BBS ついては、「付録 A イベント状態/動作 J を参照して〈ださい。 

また、イベント実行一覧の情報は、随時更新されていません。イベント実行時には、最 
新の情報に更新し、「巧態」を確認し実行してください。 


2.4.2 設定情報のセーブ 

登録されたィベント情報、環境設定などのセーブを行います。 


まを巧巧のわーブ 


コンテ ソンデリ バリ视能 > 設定欄のた-ブ 

コンテンツデリ/ S リ巧能の設定情巧をセーブします。 

lUfTl 中止 I 


記定 I 语排の tz - ブでは、実巧中のイペントの怕排ぞ它ーブすることはできません。がお 
が スヶジュ ー J レ H 巧で あるイベントのみぞ t ーブします。 

たづしたいイベントげある巧さは、イベントー長函耐々そのイベントのげおを桂詔し 
て t ーブしてください。 

ある特定のげ態を巧し1ては、イペントー度画面からイベントに巧する「無な!」ポタンを巧 
下することで、スケジュール無灿ホおへ逐转巧おです。（特定のげ勘こついてけ、本画 
面の[ヘルブ]ぞき晤してください。） 




設を情報のセーブ 


□ 実行ボタン 

設定情報をセーブします。 Web ブラウザのファイル保存画面がポップアップします。 


□ 中止ボタン 

設定情報のセーブを中止します。 


H-0 設定情報のセーブでは、イベントの状態によりイベント情報をセーブできない場合があ 
ります。 セーブできないイベントがある場合、そのイベントは無視されその他のイベン 
卜をセーブします。確実にイベントをセーブしたい場合、一覧画面にてイベントの状態 
を確認し、実行して〈ださい。設定情報をセーブするタイミングについては、「付録 A イ 
ベント状態/動作 J を参照して〈ださい。 
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2.4.3 設定情報の口ード 


設定情報のセーブにより保をされた設定情報ファイル（イベント情報）をロードします。 


設定 ぉ《 のロート- 

ゴ 

-1' ノ；'八巧り VI リ おちい i をを苗巧の□—ド 

r へんブ 1 

コンテンツ デル S リ機能の設走情巧をロードします。 


口ードするファイルを指ミしてください： 

「 を賜… 1 


実行 1 中止 1 


設定侧の口ードでは' 実け中のイベントの 1 店がを□ードすること!まできません。げお 
び スケジュール 無み、 イベント不正で あるイベントと 巧をしないイベントの みぞ 
口ードします* 

□ードしたいイベントびある巧さは、イペントー度画面からそのイベントのげおぞ话!忍し 
て口ードしてください。 

ある诗定のげ巧そ巧しのさ、イベント—度画面からイペント 1 こ巧する「無巧 J ボタンを巧 
下することで、スヴジュール無巧げ巧へ廷巧可能です* (特定のげ巧 1 こついて 13 本函 
献トルブ]を安昭してください。） 


」 


設定情報のロード 


□ 参照ボタン 

ファイル参照画面をま示し、口ードする設定情報ファイル（セーブしたファイル）を選択します。 


□ 実行ボタン 

設定情報をセーブします。 Web ブラウザのファイル保を画面がポップアップします。 


□ 中止ボタン 

設定情報のセーブを中止します。 


wO 設を情報の口ードでは、イベントの状態によりイベント情巧を上書き口ードできない場 
Bca 合があります。口ードできないイベントがある場合、そのイベントはホ視されその他の 
イベントを口ードします。確実にセーブしたいイベントのある場合、一覧画面にてイべ 
ントの状態を確認し、実行してください。設定情報をセーブするタイミングについては、 
「付録 A イベント状態/動作 J を参照して〈ださい。 
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2.4.4 アップデートコンテンツの整理 

登録されているイベントの中から選択されたイベントのアップデートコンテンツの全削除を行いま 
す。 


コンテンツデリバリ機能画面の[アップデートコンテンツの整理]をクリックすると、アップデート 
コンテンツの整理画面が表示されます。 


2001年5ち】0日1811寺5か20巧現なのげお 


アツブデー ト コンテ 



ち#実斤日巧 


ンシ刖 技 



巧 巧 

S 信 公田 



Event 1 

巧巧実巧中 ； 

2Q01 年05月06日12| 
B 寺けみ 

2001年05月08日12:2001年05月08日12 2001年!]5月08日〜 
a が0好 1 巧30好 2004年04ち04日 

2001年04月26日05 2001年04月け日08 2000年05月06日〜 
巧 OSS 時30み 2004年04巧04日 

17 

Events 

スヴジュール1 
巧か 

2001年04月け日05 
剛切、 



アッブデートコンテ 

イペントを 

巧態 


最#実巧日巧 


ち巧巧因 

ンシ刖を 

咱巧 

e 倍 

公巧 


test 1 

i スケジュール 
おな！ 

12001 年 05 月 05 日 00 

1 巧 00 分 

- 

- 

2002 年 04 ち 05 日 1 
2004 年 04 巧 04 日 1 


肖||除 I ク U 7」 


アップデートコンテンツの整理 


■ アップデートコンテンツ削除 

アップデートコンテンツを削除するイベントをチェックします。 

尚、イベントの「状態」が動作状態にあるイベントは、削除選択ボックスが表示されません。 

■ イベント名 

イベント名が表示されます。 

■ 状態 

イベントの状態が表示されます。 

「状態」の詳細じついては、「付録 A イベント状態/動作」を参照してください。 

■ 最終実行日時 

-取得 最後にコンテンツ取得を実行した日時が表示されます。 

-配信 最後にコンテンツ配信を実行した日時が表示されます。 

-公開 最後にコンテンツ公開を実行した日時が表示されます。 

未実行の場合は"-"が表示されます。 

■ 有効期間 

イベントの有効期間が「年月日時分（開始）〜年月日時分（終了）」で表示されます。 
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□ 実行ボタン 

アップデートコンテンツの整理確認画面が表示され、確認後、アップデートコンテンツを全て削 
除します。 

□ クリアボタン 

削除対象として選択されたイベントの選択状態を解除します。 


w 下のイペントのアッブデートコンテン’ンを肖 I げまします。 
桂!忍な、「実巧」ポタンを巧して下さい。 

中止するちさは「中止 J ボタンを巧して下さい， 



実行 I 中止 I 


アツプデートコンテンツの整理実行時の確認 


表示項目の説明については、アップデートコンテンツの整理画面を参照してください。 

□ 実行ボタン 

削除確定後、アップデートコンテンツの整理に戻ります。 

□ 中止ボタン 

削除を取;肖し後、アップデートコンテンツの整理に戻ります。 

wO 当画面の情報は、随時更新されていません。実行時には、最新の情報に更新し、イベン 
BTO 卜の「状態 J を確認し実行して〈ださい。 
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2.4.5 コンテンツデリバリ機能運用例 

ここでは、今まで説明してきたコンテンツデリバリ機能を使用した運用例を紹介します。 

【運用例】 

• LoadBalancer ち導で毎週コンテンツを更新する運用 


LoadBalancer 主導で毎週コンテンツを更新する運用 

LoadBa lancer はな下の設定状態です。 

グループ " web 3" 

分散ノード 4台 

この運用例は、巧週決められた時間に LoadBa lancer が ftp プロトコルを利用してコンテンツ管理を 
マシン上からコンテンツを取得し、コンテンツを分散ノードに配信終了後、直ちに公開する運用例で 
す。この運用を 「 web 3」 分散グループで行うためには、イベント 「 GetEvent 」 をな下の手順で作ホし 
ます。 

手順1:コンテンツデリバリ機能画面よリイベントー覧をクリックし、イベントー覧を表示します。 

イベントー覧には 、 LoadBa lancer のグループが表示されています。グループに対する「追 
カロ」ボタンをクリックし、イベントの追加を行います。 



イベントー覧 


手順2 :イベント定義情報の入力を行います。 

この運用例では、 LoadBa I ancer がコンテンツをコンテンツ管理をマシンから取得するため 
コンテンツを録方法は 、 「LoadBa lancer による ftp 取得 J を選巧します。イベント定義情 
報の入力を完了後、次へボタンをクリックします。 



イベント定義情報 
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手順 3: イベントの実行に関する設定を行いまず。イベントの有効期間を「2001年01月01曰0 
時0分〜2002年01月01日0時0分」の1年間に設定します。実行お式は「スケジュール実 
行」として、自動的にコンテンツデリバリを行うイベントとします。「取得前に LoadBa lancer 
上のコンテンツを削除する」、「配信後に LoadBalancer 上のコンテンツを削除する」が指定 
されているため、取得前に LoadBalancer 上のアップデートコンテンツを削除し、配信後 
LoadBalancer 上のアップデートコンテンツを削除します。 ますこ 「配信時に縮退する」が指定 
されているため、分散ノードをアクセス制限したコンテンツ配信が行われます。（公開スケ 
ジュール有効） 


イベントミ巧に团するま定 


ち巧巧面 

2日01ホド月『 B 1日こ]巧「0二 J 好〜 

の〇 2 年 |T 月I 1 日向二 JB 寻|0二]みまで 

実行おぶ 

广卒**実巧 i 巧ヴジユール実行 

※キ执氣巧巧巧した巧さ、きスケジユ—ルの入力恼3： 

ち巧となリません。 


P 取巧苗1こ LoadBalancer 上のコンテンシぞ削度する 

実行オブシ3ン 

口 E 信街こ LoadBalancer 上のコンテンツを削ちする 


P £信時に巧巧する 


^チユックをホした巧さ、と巧は無な!とが J ます0 


イベント実行に関ずる設定 


手順4丄 oadBalancer がコンテンツをコンテンツ管理者マシンから取得するスケジュールの入力を行 
います。コンテンツを取得するタイミングを「毎週木曜日12時0分」に設定します。 


1 巧得スケジ ュール 入力 1 

广日巧ちミ 

II 年广月 广 0 


を年を定 

「ち 「B 

f ' 毎月をを 

广曰 

ド2_£]83| 日二]知、 

1 P なち柏を 

1厂日厂巧厂乂厂水 

1 口木厂ま：厂± 

^ 固店をを 

「 年1 月1 曰「二 j 均「二 J ' 刀、から 

「骼 


取得スケジュール 


手順日； LoadBalancer 上のアツプデートコンテンツを分散ノー ドに配信するスケジュールの 
入力を行います。コンテンツを配信するタイミングを「毎週金曜日12時0分」に設定しま 
す。 


が信スケジュール入力 1 

广 巧巧を注 I 

「日巧を定 

1^年广月广曰 


ち年拒を 

广ち「曰 

な巧をを 

「曰 

r ^ sii 時ドこ]知 

P なち指を 

|r 日厂月广乂厂水 

1 厂ホロま：厂± 

^巧ちちち 

「 年1ち「曰1 _£] 巧1こ]みから 

厂 好巧 


配信スケジュール 
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手順 6 ； 分散ノード上のコンテンツを公開するスケジュールの入力を行います。コンテンツを公開す 
るタイミングを「配信直後」に設定します。 



1 口- S 悟ちほ 

广 日6をち 

1^年广ち广曰 


f ' を年巧を 

广月广曰 

1 广 苗ち拒ち 

广曰 

r こ]巧1 好 

广ち S をミ 

rB 厂月厂乂厂水 
厂木厂ま：厂± 

巧店を を 

年1 巧「 0「二 J 均1 二 J ' 刃、から 

分 あ 


公開スケジュール 


公開スケジュールは、イベント実行に関する情報入力で「配信時に縮退する」を指定した場合のみ、 
入力がち効になります。 


W -0 公開スケジュール入力では、ホのことにを意してください。 

B 重3 配信スケジュールと公開スケジュールの間隔を長くあけると、その間 

LoadBalancer は負荷分散を行いません。 

例えば、配信2日後に/公開する場合、この2日間は LoadBa lancer の負荷分散 
機能はホ効ということになります。これは、縮退配信することで、縮退状態が 
公開スケジュールになるまで続くためです。 
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手順 7: コンテンツに関する情報の入力を行います。コンテンツ情報をな下のように設定します。 


アカウント情報 

事前にコンテンツ管理をが「2.2.1 FTP アカウント設定」で作成した ftp アカウントを指 
をします。 

シナリオ指を 

事前に管理をが作成したルート-サブシナリオを指定します。 

シナリオの詳細については、「2.3.2シナリオについて」を参照してください。 
コンテンツ指定 

コンテンツ管理ちマシン上のコンテンツを指定します。 



コンテンツ情報 


な上、手順1〜7の作業でイベント rGetEventj の追加は完了です。尚、入力情報確認画面で「スケ 
ジュールをち効にして追加」を指定しない場合、追加イベントのスケジュールはち効にならないこと 
に;'主意してください。 

下図は、 LoadBalancer の web 3 グループに、イベント rGetEventj がを録され、正常 I こ動作して 
いることを意巧します。 



イベントー覧 
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2.5 監視機能 

コンテンツデリバリ機能の配信状況のモニタリングを行います。 


2.民1コンテンツデリバリ状況一覧 

登録されている全てのイベントに対するイベント状況及びログが表示されます。 

コンテンツデリバリ機能画面の[コンテンツデリバリ状況一覧]をクリックすると、コンテンツデリ 
バリ状況一覧が表示されます。 

コンテンツデリバリ状況一覧は、1分固定の監視間隔で監視されています。監視間隔はコンテンツデ 
リバリ状況 一 K の上部に表示されています。ログは2世代固定で管理されます。ログの1世代とは、 
コンテンツデリバリの「取得」-「配信」-「公開」の1サイクルを表します。 


■ イベント名 

イベント名が表示されます。 

■ 状態 

イベントの状態が表示されます。 

「状態」の詳細じついては、「付録 A イベント状態/動作」を参照してくださし、。 
■ 最終実行日時 

取得 最後にコンテンツを取得した日時が表示されます。 

配信 最後にコンテンツを配信した日時が表示されます。 

な開 最後にコンテンツを公開した日時が表示されます。 

未実行の場合は"-"が表示されます。 

□ 前回イベントログ表示 

世代管理されている全てのログを表示します。1世代前のログを表示します。 

□ 最新イベントログ表示 

世代管理されている全てのログを表示します。現在のログを表示します。 


イベントログま。 

ヴルーブを 

IFMG 

イベントを 

iMongoose 

P グファイルバス 

l / var / ipIb / FMG / Mongoose / ContrcH / Lo */ 

かイルる 

lEventLogN . log 


イベントログ表示 
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3 通報機能 


コンテンツデリバリ機能では、障害の検巧やコンテンツデリバリの各実行の結果を通報することができます。 
通報機能として W 下を提供しています。 

• 画面通報 
• イベント状態変更 
参ログ出力 
• メール通報 


3.1 通報の切り分け 


コンテンツデリバリ機能では、通報機能としてな下を提供しています。 



コンテンツ デリバリ機能は、な下の動作が発生したときじ通報することができます。 

(1) コンテンツ 取得時 

(2) コンテンツ 配信時 

(3) コンテンツ 公開時 

(4) コンテンツな 開後、縮退状態での配信時 

(5) バックアップ時 

(6) ManagmentConsole 操作時 

n-O コンテンツ管理を主導のコンテンツ登録時の障害は、コンテンツ管理を側で確認されま 

pgg す。 
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3.1.1 画面通報 

画面通報では、 lii 下の事象を通報することができます。 

事象：システムエラー、イベント操作（追加/参照/削除/変更/複写/ち効無効切り替え/実行 
/セーブ/口ー ド）エラー 
検知 ： Management Console 操作時 

ManagementConsole の各種実行ボタン押下時に事象を検知すると、下のエラー画面に遷移します。 


ェ巧ェ 


画面遷移が表示されます 



この部分に障害固有のメッセージが 
表 7 F されます。 


エラー画面 


画面通報機能では、 H / W やネットワークの障害といったシステムエラーと、イベント操作でのエラー 
しか検知できません。 

画面通報ではレ: I 下のメッセージを表示します。 

[イベント操作時のエラー] 

• イベント情報取得 エラー 

• 他イベントの状態によるイベント操作不可エラー 

• イベントの状態によるイベント操作不可 エラー 
• イベント数、イベント名オーバ エラー 

• 同グループ内イベント重複 エラー 


[ンス了ムエ う一] 

• 負荷分散機能停止 エラー 
• 通信 エラー 

• メモリ不足 

• ィベント情報の取得に失敗 

• ログの書き込み エラー 

• WbMC ェラー 
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イベント状態変更 

コンテンツデリバリ機能の動作時には、そのイベントの状態が変化します。イベントの状態は、「コ 
ンテンツデリバリ状況一覧」画面で確認できます。「コンテンツデリバリ状況一覧」画面は1分毎に 
更新されます。な下の事象を通報することができます。 

事象：コンテンツの取得/配信/公開/公開後縮退状態で配信の実行と障害発生、 

ち効期限切れ 、 LoadBalancer グループの 削除 
検知：画面の更新 

事象により検巧できるイベント状態はな下です。 

参取得実行中：コンテンツ取得の実行中 
参取得中障害発生：コンテンツ取得時の障害発生 
参配信実行中：コンテンツ配信の実行中 
参配信中障害発生：コンテンツ配信時の障害発生 
参公開中障害発生：コンテンツ公開時の障害発生 

• 公開後縮退状態での配信中：コンテンツ公開後、縮退状態で残りの分散ノー ドに配信中 
参公開後縮退状態での配信中障害発生：コンテンツ公開後、縮退状態での配信時の障害発 
生 

参イベント不正 ： LoadBa lancer グループの削除 
参スケジュール無効：有効期間切れ 

wO イベントの状態が「~障害発生」となった場合、イベントー覧画面の「無効」 

IE ボタンにより状態を回復することができます。 


イベント状態の詳細については、「付録 A イベント状態/動作一覧」を参照して〈ださい。 

イベント状態変更では、配信中の状態を的確に把握することができます。ただ、画面の更新時間の 
問題や 、 LoadBa lancer 管理をが常に画面を監視しておく必要があります。そのため、イベント状態 
の確認はな下の画面でも巧能です。 

-イベントー覧画面 
-イベント実行一覧 
- アップデートコンテンツの整理 
-コンテンツデリバリ状況一覧 


コンテンツデリバリ状況一覧は、画面が1分ごとに更新されます。 



1.3 LoadBaIancer メール通報機能との連携 

コンテンツデリバリ機能は 、 LoadBa lancer のメール通報機能と連携することで、障害や配信お了時 
に指定したメールアドレスヘメール通報することができます。な下の事象を通報することができます。 

事象：コンテンツの取得/配信/公開の障害発生および、コンテンツデリバリの正常終了 
検巧：障害発生時 

メール通報を行う場合、な下の設定を行ってください。 

(1) LoadBa lancer の機能から「監視通報画面」を開いて〈ださい。 

(2) 同画面「プロセス異常監視と通報」の「監視する」を選択し、 「 E - mail 通報」をチ i ックし 
てください。 

(3) 「通報ホ情報1」へ必要な情報を記入して〈ださい。 

監視通報画面の詳細については 、 LoadBa lancer のオンラインマニュアルを参照してください。 

メール通報は基本的に障害時の即時通報機能です。障害とコンテンツデリバリの成功がいち早く通 
報できます。メール通報ではお下のメッセージを送付します。 

• コンテンツデリバリの成功/失敗 
• 取得/配信/公開/縮退中の配信の失敗 

wO 配信/縮退中の配信失敗時のメッセージには、分散ノード上のコンテンツの状態（古 

し\新しい、同期がとれていない）や縮退状態であるか否かの情報が付加されます。 
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3.1.4 ログ出力 


コンテンツデリバリ機能は、各実行時にログ出力します。「コンテンツデリバリ状況一覧」画面から 
「ログ表示画面 J で確認できます。ログはイベント単位で表示されます。 

な下の事象をログ出力することができます。 


事象：コンテンツデリバリの各実行 
検失日：コンテンツデリバリ機能の各実行時 

ログ出力では、な下の内容を出力します。 

参コンテンツデリバリの成巧/失敗 

参巧得/配信/公開/縮退中の配信//《ツクアツプの開始と終了。 
参取得/配信/公開/縮退中の配信//《ツクアツプの失敗。 

• 配信時の障害詳細情報 


「コンテンツの配信時の障害詳細情報」は、シナリオ内の Ibpost コマンドの指定が前提を件です。 
「2.3.2シナリオについて」を参照してください。 
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义 2 トラブルシューティング 

コンテンツデリバリ機能の各動作時の障害に対するトラブルシューティングをな下に説明します。障 
害内容は、各通報機能より検知される障害情報と照らし合わせてください。 

対処適用後も障害から回復しない場合は、保守サービス会社じご連絡ください。 


• 障害発生 

ーコンテンツデリバリ状況一覧よリログを確認してください。 

一 LoadBalancer のログも確認して < ださい。 （ LoadBalancer のオンランマニュアル参照） 

一 LoadBalancer の監視通報設定より、コンテンツデリバリ機能のプロセス稼動状況を確認し 
て〈ださい。 

一 LoadBalancer の監視通報設定より、 LoadBalancer のプロセス稼動状況を確認してください。 

• 取得失敗 

1) ftp/http サーバ 障害 

ーイベント内で指定した、コンテンツ管理をマシン上の ftp サーバに対するアカウント/パ 
スワード情報不正、コンテンツ/シナリオパス不正がをえられます。イベントの内容を修 
正してください。 

一取得ファイルのち無を確認してください。 

ーイベント内で指定している ftp サーバのアカウントに巧して、取得ファイルのパーミツシ 
ョンが正しいかを確認してください。 

ー コンテンツ 管理を マシン上の ftp / h け P サーバの 稼動状況（生死、接結数）を確認して< 
ださい。 

2) システム エラー 

一 LoadBalancer 装置に対する障害の可能性があります。 LoadBalancer 装置の「ユーザーズガ 
イド」を参照してください（ユーザーズガイドは LoadBalancer 装置に添付の CD - ROM 巧に 
PDF ファイルとして格納されています）。 

ーネットワークの障害が考えられます。ネットワークの稼動状況を確認して〈ださい。 


W -0 「取得中障害発生 J となったイベントは、コンテンツが正常に転送されていない可能性 

m があります。障害回復後は、再度 取得実行 から再開してください。 
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参配信/縮退中の配信失敗 

1) ftp サーバ障害 

一 LoadBa lancer 上のアップデートコンテンツ/シナリオファイルの有無を確認してくださし、。 
一 LoadBa lancer 上の ftp サーバの稼動状況（生死、接続数）を確認してください。 

2) 分散ノード上のアップデートコンテンツ格納時の障害 

ーシナリオファイル不正（コンテンツ格納先ディレクトリ不正、記述ミス）がちえられます。 
シナリオファイルを修正して〈ださい。 

3) ディスク I / O 、ディスクフル、メモリ、ネットワーク障害 

一分散ノード装置に対する障害の可能性があります。分散ノード装置添付のマニュアルを参 
照してください。 

一 LoadBa lancer 装置に対する障害の可能性があります 。 LoadBa lancer 装置の「ユーザーズガ 
イド」を参照してください（ユーザーズガイドは LoadBa lancer 装置に添付の CD - ROM 巧に 
PDF ファイルとして格納されています）。 

ーネットワークの障害が考えられます 。 LoadBa lancer と分散ノード間の接続状況を確認して 
ください。 

4) その他 

一分散ノード上のコンテンツデリバリ用モジュールのプロセス稼動状況を確認してくださし、。 


H-0 「配信中障害発生 J となったイベントは、コンテンツが正常に配信されていません。障 

害回復後は、再度 配信実行 から再開してください。 


• 公開失敗 

1) 縮退機の切り替えでタイムアウト発生 

ーネットワークの障害が考えられます 。 LoadBa lancer と分散ノード間のネットワークの稼動 
状況を確認してください。 

一 LoadBa lancer の負荷分散機能の障害が考えられます 。 LoadBa lancer の負荷分散状況を確認 
してください。また 。 LoadBa lancer 装置の「ユーザーズガイド」を参照して〈ださい（ユ 
-ザーズガイドは LoadBa lancer 装置に添付の CD - ROM 巧に PDF ファイルとして格納されて 
います）。 

H-0 「公開中重大障害発生」となったイベントは、縮退状態の切り替えが正常終了していま 

せん。障害回復後は、再度 配信実行 から再開することをおすすめします。 


• バックアップ失敗 

1) ディスク I / O 、ディスクフル、メモリ、ネットワーク障害 

ーコーディネータ、バックアップコーディネータの LoadBa lancer 装置に対する障害の可能性 
があります 。 LoadBa lancer 装置の「ユーザーズガイド」を参照してください（ユーザーズ 
ガイドは LoadBalancer 装置に添付の CD - ROM 内に PDF ファイルとして格納されています）。 
ーネットワークの障害が考えられます。コーディネータとバックアップコーディネータの接 
続状況を確認してください。 
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• 障害対処後は。 

ーイベント状態が「〜障害発生」であれば、イベントー覧より「無効」ボタンを押下して、 
状態を回復して〈ださい。その後、取得もしくは配信から再実行して〈ださい。 

-フ X イルオーバーが発生している場合、バックアップコーディネータ側より再実行してく 
ださい。縮退状態が継続している状態でも、分散ノードが " distributing error " となって 
いれば再実行することが巧能です。（コーディネータが回復可能であれば、フ I イルバッ 
ク後再実行してください。） 
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付録 A イベント状態/動作一覧 

イベント状態について説明します。 

■ 取得実行中 

取得スケジュール実行中を表す状態です。 

■ 取得中障害発生 

取得スケジュール実行中に障害が発生したことを表す状態です。取得スケジュールは停止中で 
す。 

■ 配信待ち状態 

取得スケジュールが正常終了し、配信スケジュールを待っている状態です。 

■ 配信実行中 

配信スケジュール実行中を表す状態です。 

■ 配信中障章発生 

配信スケジュール実行中に障害が発生したことを表す状態です。配信スケジュールは停止中で 
す。 

■ 公開待ち状態 

配信スケジュールが正常終了し、公開スケジュールを待っている状態です。 

■ 公開中障章発生 

公開スケジュール実行中に障害が発生したことを表す状態です。公開スケジュールは停止中で 
す。 

■ 公開後縮退状態での配信中 

公開スケジュールが正常終了し、残りの分散ノードへの配信実行中を表す状態です。 

■ 公開後縮退状態での配信中障害発生 

公開スケジュールが正常が了し、残りの分散ノードへの配信実行中に障害が発生したことを表 
す状態です。残りの分散ノードへの配信は停止中です。 

■ イベント不正 

イベントの設定内容が不正であることを表す状態です。 LoadBalancer からグループが削除され 
た時、そのグループじ属していたイベントなどがこの状態になります。 

■ 待機中 

スケジュールはち効状態であり、イベント巧の最初のスケジュール開始を待っている状態です。 

■ スケジュール無効 

スケジュールは無効状態であり、スケジュールが動作しないことを表す状態です。 
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下表にて、イベントの状態に対ずる実行可否を表します。 


〇:許可 X :禁止 一 :存在しない組み合わせ 


イベントが態 

イベントに関する動作 

コンテンツに関する動作 
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(手動イベント） 
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*1 :スケジュール無効となるため、レ: I 降のスケジュールは実行されない。 
*2 : LoadBalancer による ftp / http 取得のイベントのみ許可します。 


*3 : LoadBa lancer に対ずる手動れ p 登録のイベントのみ許可します。 


下表にて、同グループの他イベントの状態に対する、イベントの実行可否を表します。 


〇:許可 X :禁止 一： 存在しない組み合わせ 


状態 

イベントに 
関する動作 

コンテンツ に関する動作 
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配信 
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〇 
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